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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、次いでＯＳを起動し、次いで
複数の処理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを起動し、
第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１のプログラ
ムモジュールを含む複数の機能に対応する複数のプログラムモジュールをロードして実行
し、第２の処理種別が選択されたら前記第１のプログラムモジュールを含まず第１の処理
種別が選択されたときより少ない数のプログラムモジュールをロードして実行することを
特徴とする超音波診断装置の起動方法。
【請求項２】
　超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、次いでＯＳを起動し、次いで
第１から第５の処理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを
起動し、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１の
プログラムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプログラムモジュールと
蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプログラムモジュール
と蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプログラムモジュール
と超音波画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの開発環境を構築する第５のプ
ログラムモジュールとをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２のプログ
ラムモジュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプログラムモ
ジュールをロードして実行し、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラムモジュー
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ルをロードして実行し、第５の処理種別が選択されたら第５のプログラムモジュールをロ
ードして実行することを特徴とする超音波診断装置の起動方法。
【請求項３】
　超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、次いでＯＳを起動し、次いで
第１から第４の処理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを
起動し、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１の
プログラムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプログラムモジュールと
蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプログラムモジュール
と蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプログラムモジュール
とをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２のプログラムモジュールをロ
ードして実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプログラムモジュールをロードし
て実行し、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラムモジュールをロードして実行
することを特徴とする超音波診断装置の起動方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の超音波診断装置の起動方法において、処理種
別の選択肢と各選択肢が選択されたときにロードし実行するプログラムモジュールの対応
を操作者が設定可能であることを特徴とする超音波診断装置の起動方法。
【請求項５】
　電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを
起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に複数の処理種別のいずれかを操作者が選択する
ための処理種別選択プログラムを起動する処理種別選択プログラム起動手段と、第１の処
理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１のプログラムモジュ
ールを含む複数の機能に対応する複数のプログラムモジュールをロードして実行し、第２
の処理種別が選択されたら前記第１のプログラムモジュールを含まず第１の処理種別が選
択されたときより少ない数のプログラムモジュールをロードして実行するアプリケーショ
ンプログラム実行手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを
起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に第１から第５の処理種別のいずれかを操作者が
選択するための処理種別選択プログラムを起動する処理種別選択プログラム起動手段と、
第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１のプログラ
ムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプログラムモジュールと蓄積して
いた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプログラムモジュールと蓄積し
ていた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプログラムモジュールと超音波
画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの開発環境を構築する第５のプログラム
モジュールとをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２のプログラムモジ
ュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプログラムモジュール
をロードして実行し、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラムモジュールをロー
ドして実行し、第５の処理種別が選択されたら第５のプログラムモジュールをロードして
実行するアプリケーションプログラム実行手段を具備したことを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項７】
　電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを
起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に第１から第４の処理種別のいずれかを操作者が
選択するための処理種別選択プログラムを起動する処理種別選択プログラム起動手段と、
第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得する第１のプログラ
ムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプログラムモジュールと蓄積して
いた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプログラムモジュールと蓄積し
ていた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプログラムモジュールとをロー
ドして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２のプログラムモジュールをロードして
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実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプログラムモジュールをロードして実行し
、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラムモジュールをロードして実行するアプ
リケーションプログラム実行手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項５から請求項７のいずれかに記載の超音波診断装置において、処理種別の選択肢
と各選択肢が選択されたときにロードし実行するプログラムモジュールの対応を操作者が
設定するためのカスタマイズ手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置の起動方法および超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、
付加機能である処理を行いたいだけの場合には電源の投入から処理可能になるまでの時間
を短縮することが出来る超音波診断装置の起動方法および超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オペレータによる選択頻度が高い機能ソフトの起動準備をしておく超音波診断装
置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　また、従来、基本計測を行うプログラムを実行した後、応用計測を行うプログラムを実
行する超音波診断装置が知られている（例えば、特許文献２参照。）。
　また、従来、使用環境または疾患情報に応じて、選択可能な機能を表示する超音波診断
装置が知られている（例えば、特許文献３参照。）
【特許文献１】特開平５－２９３１０１号公報
【特許文献２】特開平１０－１４６３３９号公報
【特許文献３】特開２００２－１３６５１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の超音波診断装置ではいずれも、基本機能である撮像を行うためのプログラムモジ
ュールをロードして実行した上で、付加機能である種々の処理に応じたプログラムモジュ
ールをロードして実行していた。すなわち、付加機能である処理を行いたいだけの場合で
も、撮像を行って超音波画像データを取得するためのプログラムモジュールをロードし実
行する時間と、他の付加機能の処理を行うためのプログラムモジュールをロードし実行す
る時間とを費やしていた。
　しかし、必要のないプログラムモジュールをロードし実行する時間が入るため、電源の
投入から必要な処理が可能になるまでの時間が徒に長くかかる問題点があった。
　そこで、本発明の目的は、付加機能である処理を行いたいだけの場合には電源の投入か
ら処理可能になるまでの時間を短縮することが出来るを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、
次いでＯＳを起動し、次いで複数の処理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種
別選択プログラムを起動し、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像デー
タを取得する第１のプログラムモジュールを含む複数の機能に対応する複数のプログラム
モジュールをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら前記第１のプログラムモ
ジュールを含まず第１の処理種別が選択されたときより少ない数のプログラムモジュール
をロードして実行することを特徴とする超音波診断装置の起動方法を提供する。
　上記第１の観点による超音波診断装置の起動方法では、第１の処理種別を選択した場合
、撮像を行って超音波画像データを取得する第１のプログラムモジュールを含む複数のプ
ログラムモジュールがロードされ、多様な機能が実行可能になる。一方、第２の処理種別
を選択すると、撮像を行って超音波画像データを取得するプログラムモジュールを含まな
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いプログラムモジュールだけがロードされ実行されるため、電源の投入から処理可能にな
るまでの時間を短縮できる。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、
次いでＯＳを起動し、次いで第１から第５の処理種別のいずれかを操作者が選択するため
の処理種別選択プログラムを起動し、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波
画像データを取得する第１のプログラムモジュールと患者情報データを操作するための第
２のプログラムモジュールと蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための
第３のプログラムモジュールと蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための
第４のプログラムモジュールと超音波画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの
開発環境を構築する第５のプログラムモジュールとをロードして実行し、第２の処理種別
が選択されたら第２のプログラムモジュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択
されたら第３のプログラムモジュールをロードして実行し、第４の処理種別が選択された
ら第４のプログラムモジュールをロードして実行し、第５の処理種別が選択されたら第５
のプログラムモジュールをロードして実行することを特徴とする超音波診断装置の起動方
法を提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置の起動方法では、第１の処理種別を選択した場合
、第１～第５のプログラムモジュールがすべてロードされるので、多様な機能を実施でき
る。一方、第２～第５のいずれかの処理種別を選択することにより、第２～第５のプログ
ラムモジュールのいずれかのみがロードされ実行されるので、電源の投入から処理可能に
なるまでの時間を短縮できる。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、超音波診断装置の電源を投入すると、ＢＩＯＳを起動し、
次いでＯＳを起動し、次いで第１から第４の処理種別のいずれかを操作者が選択するため
の処理種別選択プログラムを起動し、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波
画像データを取得する第１のプログラムモジュールと患者情報データを操作するための第
２のプログラムモジュールと蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための
第３のプログラムモジュールと蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための
第４のプログラムモジュールとをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２
のプログラムモジュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプロ
グラムモジュールをロードして実行し、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラム
モジュールをロードして実行することを特徴とする超音波診断装置の起動方法を提供する
。
　上記第３の観点による超音波診断装置の起動方法では、第１の処理種別を選択した場合
、第１～第４のプログラムモジュールがすべてロードされるので、多様な機能を実施でき
る。一方、第２～第４のいずれかの処理種別を選択すると、第２～第４のプログラムモジ
ュールのいずれかのみがロードされ実行されるので、電源の投入から処理可能になるまで
の時間を短縮できる。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置の起動方法において、処理種別
の選択肢と各選択肢が選択されたときにロードし実行するプログラムモジュールの対応を
操作者が設定可能であることを特徴とする超音波診断装置の起動方法を提供する。
　上記第４の観点による超音波診断装置の起動方法では、例えばメニュー画面に表示され
る処理種別の選択肢と対応するプログラムモジュールとを操作者が所望にカスタマイズで
きるので、操作性をより向上させることが出来る。
【０００８】
　第５の観点では、本発明は、電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と
、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に複数の処理種別の
いずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを起動する処理種別選択プロ
グラム起動手段と、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像データを取得
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する第１のプログラムモジュールを含む複数の機能に対応する複数のプログラムモジュー
ルをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら前記第１のプログラムモジュール
を含まず第１の処理種別が選択されたときより少ない数のプログラムモジュールをロード
して実行するアプリケーションプログラム実行手段を具備したことを特徴とする超音波診
断装置を提供する。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、上記第１の観点による超音波診断装置の起
動方法を好適に実施できる。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と
、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に第１から第５の処
理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを起動する処理種別
選択プログラム起動手段と、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像デー
タを取得する第１のプログラムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプロ
グラムモジュールと蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプ
ログラムモジュールと蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプ
ログラムモジュールと超音波画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの開発環境
を構築する第５のプログラムモジュールとをロードして実行し、第２の処理種別が選択さ
れたら第２のプログラムモジュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択されたら
第３のプログラムモジュールをロードして実行し、第４の処理種別が選択されたら第４の
プログラムモジュールをロードして実行し、第５の処理種別が選択されたら第５のプログ
ラムモジュールをロードして実行するアプリケーションプログラム実行手段を具備したこ
とを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第６の観点による超音波診断装置では、上記第２の観点による超音波診断装置の起
動方法を好適に実施できる。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、電源の投入によりＢＩＯＳを起動するＢＩＯＳ起動手段と
、ＢＩＯＳの起動後にＯＳを起動するＯＳ起動手段と、ＯＳの起動後に第１から第４の処
理種別のいずれかを操作者が選択するための処理種別選択プログラムを起動する処理種別
選択プログラム起動手段と、第１の処理種別が選択されたら撮像を行って超音波画像デー
タを取得する第１のプログラムモジュールと患者情報データを操作するための第２のプロ
グラムモジュールと蓄積していた超音波画像データを読み出して表示するための第３のプ
ログラムモジュールと蓄積していた超音波画像を取得して計測処理を行うための第４のプ
ログラムモジュールとをロードして実行し、第２の処理種別が選択されたら第２のプログ
ラムモジュールをロードして実行し、第３の処理種別が選択されたら第３のプログラムモ
ジュールをロードして実行し、第４の処理種別が選択されたら第４のプログラムモジュー
ルをロードして実行するアプリケーションプログラム実行手段を具備したことを特徴とす
る超音波診断装置を提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置では、上記第３の観点による超音波診断装置の起
動方法を好適に実施できる。
【００１１】
　第８の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、処理種別の選択肢と
各選択肢が選択されたときにロードし実行するプログラムモジュールの対応を操作者が設
定するためのカスタマイズ手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置では、上記第４の観点による超音波診断装置の起
動方法を好適に実施できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の超音波診断装置の起動方法および超音波診断装置によれば、新たに撮像を行っ
て超音波画像データを取得する必要のない付加機能的な処理を行う場合、所望の処理種別
に応じたプログラムモジュールのみがロードされ実行されるので、電源投入から処理可能
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になるまでの時間を短縮できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、本発明の実施例１にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
　この超音波診断装置１は、超音波診断装置本体２と、超音波探触子１０とを具備してい
る。
　超音波診断装置本体２は、コンピュータシステムであり、超音波画像などを表示する表
示部３と、操作者が指示を入力するための操作部４とを備えている。
【００１５】
　また、超音波診断装置本体２は、例えばＶＣＲ(Video Casette Recorder)など動画およ
び静止画を録画再生可能な画像録再装置と、フレキシブルディスク，ＣＤ－Ｒ(CD Record
able)，ＭＯ(magneto-optic)ディスク，ＤＶＤ－ＲＡＭなど挿抜可能な記憶媒体を読み書
き可能な記憶媒体駆動装置（いずれも図示せず）とを備えている。
【００１６】
　さらに、超音波診断装置本体２は、ＬＡＮ(Local Area Network)などの通信網に接続さ
れ、この通信網に接続された外部のデータベースと、例えばＤＩＣＯＭ(Digital Imaging
 and Communications in Medicine)規格に基づいて、超音波画像その他の医用画像データ
および患者に関するデータなどを交換する機能を有している。
【００１７】
　図２は、超音波診断装置本体２の動作の流れを示すフロー図である。
　ステップＳ１では、操作者は、超音波診断装置１の電源を投入する。
　ステップＳ２では、超音波診断装置本体２のＢＩＯＳ(Basic Input Output System)を
起動し、次いでＯＳ(operating system)を起動する。ＯＳは、例えば米国マイクロソフト
コーポレーション製のウィンドウズ（登録商標）や米国アップルコンピューターインコー
ポレイテッド製のＭａｃＯＳ（登録商標）などである。
【００１８】
　ステップＳ３では、所定操作（例えば shift key + 0 key を押す）があったならステ
ップＳ４へ進み、なかったならステップＳ７へ進む。
【００１９】
　ステップＳ４では、図３に示すように、表示部３に処理種別選択メニュー画面を表示す
る。
　ステップＳ５では、操作者は、操作部４のポインティングデバイスを操作し、ラジオボ
タンＢ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４，Ｂ５，Ｂ６の所望のボタンを選択する。なお、ラジオボタ
ンＢ１，Ｂ５，Ｂ６は、排他的に１つのみを選択できる。ラジオボタンＢ２，Ｂ３，Ｂ４
は、複数選択できる。次いで操作者が「Select」ボタンＢ７をクリックすると、ステップ
Ｓ６へ進む。
【００２０】
　ステップＳ６では、選択された処理種別を記憶し、ステップＳ７へ進む。
　もし、「Scan」のラジオボタンＢ１をクリックし、次いで「Select」ボタンＢ７をクリ
ックすると、「撮像処理」が記憶される。
　もし、「Worksheet／Image」のラジオボタンＢ２をクリックし、次いで「Select」ボタ
ンＢ７をクリックすると、「患者情報処理」が記憶される。
　もし、「Image／Dicom」のラジオボタンＢ３をクリックし、次いで「Select」ボタンＢ
７をクリックすると、「画像ＤＢ処理」が記憶される。
　もし、「Image／Mesurement」のラジオボタンＢ４をクリックし、次いで「Select」ボ
タンＢ７をクリックすると、「計測処理」が記憶される。



(7) JP 4328148 B2 2009.9.9

10

20

30

40

50

　もし、「Select Menu Customize」のラジオボタンＢ５をクリックし、次いで「Select
」ボタンＢ７をクリックすると、「カスタマイズ処理」が記憶される。
　もし、「Application Development」のラジオボタンＢ６をクリックし、次いで「Selec
t」ボタンＢ７をクリックすると、「開発処理」が記憶される。
【００２１】
　ステップＳ７では、記憶している処理種別に応じてステップＳ８～Ｓ１３のいずれかへ
進む。
【００２２】
　ステップＳ８では、基本機能である撮像を行って超音波画像データを取得するために必
要な撮像処理関連のプログラムモジュールが超音波診断装置本体２の主記憶装置にロード
され、実行される。また、ステップＳ６～Ｓ８でロードされる付加機能のプログラムモジ
ュールもロードされ、実行される。この結果、撮像処理および種々の付加機能的な処理が
全て超音波診断装置１で実行可能になる。ただし、電源投入から処理可能になるまでの時
間が長くかかる（例えば５分程度）。
【００２３】
　ステップＳ９では、超音波診断装置１の記憶媒体や外部のデータベースなどに蓄積され
ている患者データの読み出し，表示，更新，追加，削除などの操作を行うためのプログラ
ムモジュールがロードされ、実行される。この結果、撮像処理は出来ないが、患者情報の
処理が可能になる。そして、電源投入から処理可能になるまでの時間を短縮できる（例え
ば１分程度）。
【００２４】
　ステップＳ１０では、外部のデータベースなどに蓄積されている超音波画像データを読
み込んで表示させるのに必要な画像データベース関連のプログラムモジュールがロードさ
れ、実行される。この結果、撮像処理は出来ないが、画像ＤＢ処理が可能になる。そして
、電源投入から処理可能になるまでの時間を短縮できる（例えば１分程度）。
【００２５】
　ステップＳ１１では、ＶＣＲなどから超音波画像を読み込んで計測処理するのに必要な
プログラムモジュールがロードされ、実行される。この結果、撮像処理は出来ないが、計
測処理が可能になる。そして、電源投入から処理可能になるまでの時間を短縮できる（例
えば１分程度）。
【００２６】
　ステップＳ１２では、処理種別選択メニューの選択肢と各選択肢が選択されたときにロ
ードし実行するプログラムモジュールの対応を操作者が設定するのに必要なプログラムモ
ジュールがロードされ、実行される。この結果、撮像処理は出来ないが、処理種別選択メ
ニューのカスタマイズ処理が可能になる。そして、電源投入から処理可能になるまでの時
間を短縮できる（例えば１分程度）。
【００２７】
　ステップＳ１３では、超音波画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの開発環
境を構築するのに必要なプログラムモジュールがロードされ、実行される。この結果、撮
像処理は出来ないが、超音波画像情報処理に係るアプリケーションプログラムの開発処理
が可能になる。そして、電源投入から処理可能になるまでの時間を短縮できる（例えば１
分程度）。
【００２８】
　なお、ステップＳ８からステップＳ１３の各ステップでロードされるプログラムモジュ
ールは、コンピュータシステムで実行可能な１つ以上のデータからなり、例えばＯＳがウ
ィンドウズ（登録商標）の場合、ＤＬＬ(Dynamic Link Library)などの実行型ファイルを
含む。
【００２９】
　実施例１の超音波診断装置１によれば、基本機能である撮像を行って超音波画像データ
を取得する処理以外の付加機能の処理を行う場合、その処理に必要な比較的小規模なプロ
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時間を短縮できる。
【実施例２】
【００３０】
　実施例１におけるステップＳ３での処理種別選択メニュー画面では６つの選択肢とした
が、５つ以下でも、７つ以上でもよい。例えば、ユーザが選択することがない「Applicat
ion Development」のラジオボタンＢ６を省略してもよい。また、ユーザに処理種別選択
メニューをカスタマイズさせないなら、「Select Menu Customize」のラジオボタンＢ５
を省略してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　超音波診断装置の起動時間を短縮することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例１にかかる超音波診断装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施例１にかかる超音波診断装置本体の動作を示すフロー図である。
【図３】処理種別選択メニュー画面を示す例示図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　　　超音波診断装置
　２　　　　超音波診断装置本体
　３　　　　表示部
　４　　　　操作部
　１０　　　超音波探触子

【図１】 【図２】
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